
 

青葉区制 25 周年記念コンサート 

白井篤＆中村翔太郎 

ヴァイオリン＆ヴィオラ コンサート 

白井 篤（ヴァイオリン） 
国立音楽大学付属音楽高校を経て、桐朋学園大学卒業。1999

年、ＮＨＫ交響楽団に入団。2003 年、アフィニス文化財団海外研修

員としてウィーンへ留学、アレクサンダー・アレンコフ氏に師事。2004

年、ウィーンにて初リサイタル開催。帰国後は N 響での演奏を中心

にしつつ、ソロや室内楽でも積極的に活動している。横浜市イギリス

館にてトーク付きのサロン・コンサートシリーズ「旅するヴァイオリン」を

毎月開催。横浜市開港記会館と横浜みなとみらいホールを拠点に

活動する NPO 法人「ハマの JACK」では、演奏会を年 4 公演のほ

か、子供たちを対象としたワークショップも開催している。Ｎ響メンバー

による弦楽四重奏団「クァルテット・リゾナンツァ」では、銀座ヤマハホ

ールにおいてベートーヴェン弦楽四重奏曲全曲演奏シリーズを開

催。2006 年からは浜離宮朝日ホールにおいて毎年リサイタルを開

催、好評を博している。ヴァイオリンを名取美保、守岡輝、日高毅、

篠崎功子、アレクサンダー・アレンコフの各氏に師事。現在、クァルテ

ット・リゾナンツァ 1st violin、室内オーケストラ「ARCUS」メンバー、

NPO 法人「ハマの JACK」副理事。国立音楽大学付属中学・高校非

常勤講師。NHK 交響楽団２nd ヴァイオリン・次席奏者。 

中村 翔太郎（ヴィオラ） 
兵庫県三田市出身。 

４歳よりヴァイオリンを始め、２００５年、東京藝術大学附

属音楽高校入学を機にヴィオラに転向。これまでにヴィオ

ラを百武由紀、川崎和憲の各氏に師事。 

第１５回コンセール・マロニエ２１弦楽器部門第１位、他多

数入賞。ベルリンフィルやウィーンフィルメンバーと室内楽

共演、フランスのサント・ヨーロッパ音楽祭に参加するなど

国内外で活躍する。リゾナーレ室内楽セミナーでは

Quelle Quartett として基金「緑の風」音楽賞を受賞。学

内において、同声会賞、アカンサス音楽賞、三菱地所

賞、優秀学生顕彰優秀賞受賞。東京ジュニアオーケスト

ラソサエティ講師。北鎌倉女子学園非常勤講師。藝大

同期による弦楽アンサンブル「TGS」代表。ヴィオラ四重

奏団 Alto de Campagne メンバー。 

東京藝術大学卒業、N 響アカデミーを経て現在 NHK 交

響楽団次席ヴィオラ奏者。 

 

5 月 11 日（土）14 時～15 時 
若草台地区センター体育室 無料 

青葉区制 25 周年を祝うのにぴったりな豪華な顔合わせ！ 

若草台地区センターで至福のひとときをお過ごしください。 

モーツァルト：ヴァイオリンとヴィオラのための二重奏曲 ト長調 K.423 

ハルヴォルセン：パッサカリア 

マルティヌー：二重奏曲  第１番 「3 つのマドリガーレ」H.313 


